
緑化用ツツジとサツキの種間交雑品種

サツキとツツジの種間交雑により５月上中旬に開花し 「三重サツキ」と同程［要約］ 、

度の強健性をもつ系統として、鮮紫ピンク色の「０７０３ 、明紫赤色の「０７１０ 、」 」

鮮紫ピンク色の「１２１２」を育成した。
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［背景・ねらい］

ツツジ・サツキ類は、緑化用として４月下旬開花のクルメツツジ、５月上旬開花のヒラ

ドツツジ、６月開花の三重サツキが広く植栽されている。しかし、５月上旬以降には花が

途切れる状況にあり、連続して花を楽しむ植栽体系になっていない。

そこで、これらの中間時期に開花し、新しい花色を持ったツツジ類の育成を目的にツツ

ジとサツキの種間交雑により新しい品種を育成する。

［成果の内容・特徴］

１．育成の経過

１）系統番号「０７０３ 「０７１０」」、

昭和５９年 薩摩紅 サツキ を子房親に 小壺 クルメツツジ を花粉親として交「 」（ ） 、「 」（ ）

配し 昭和６０年には種して得られた２５６株を平成８年までに４回の選抜を行い 三重、 、「

サツキ」と同程度の強健性を有し、花色や開花時期の異なる２系統を選抜した（表１ 。）

２）系統番号「１２１２」

昭和５９年 長崎熊野 サツキ を子房親に 小壺 クルメツツジ を花粉親として「 」（ ） 、「 」（ ）

交配し 昭和６０年には種して得られた９６株を平成８年までに４回の選抜を行い 三重、 、「

サツキと」同程度の強健性を有し、花色や開花時期の異なる１系統を選抜した（表１ 。）

２．生育・開花特性

１ 「０７０３」）

５年間の平均開花日は５月９日で、花色は鮮紫ピンク色（JHS9205 、１花序に複数の花）

蕾を着生する一重咲きの中型多花性である。葉は楕円形で「三重サツキ」と比べてやや小

さく、徒長枝の発生がやや多く初期生育が旺盛で、冬期の紅葉程度はやや弱い傾向にある

（表２ 。）

２ 「０７１０」）

５年間の平均開花日は５月１１日で、花色は明紫赤色（JHS9706 、１花序に複数の花雷）

を着生し、一重咲き中型多花性で花弁がやや厚い。葉は楕円形で「三重サツキ」と比べて

やや大きく、徒長枝の発生がやや多く初期生育が旺盛で、冬期の紅葉程度はやや強い傾向

にある（表２ 。）

３ 「１２１２」）

５年間の平均開花日は５月９日で、花色は鮮紫ピンク色（JHS9705 、１花序に複数の花）

雷を着生し、一重咲き小型多花性でやや花弁が厚い。葉は楕円形で「三重サツキ」と比べ

てやや大きく、徒長枝の発生が少なく半球形の樹形になりやすい。また、冬期の紅葉程度

はやや強く発現する（表２ 。）

［成果の活用面・留意］

１．施肥管理は、従来の「三重サツキ」に準じる。

２．緑化用に生産されているツツジ類と開花時期が異なるため、産地振興に活用できる。

３ 「１２１２」は、緑化用に加え、鉢花用花木としても利用可能である。．



［ 具 体 的 デ ー タ ］

表１．育成の経過
系 統 交雑の 養成 一次選抜 二次選抜 三次選抜 四次選抜 備 考
番 号 組合せ 苗数 Ｓ61年 Ｓ63年 Ｈ６年 Ｈ８年

０７０３ 薩摩紅×小壺 256株 ６７株 ２８株 １２株 １株 Ｈ８か
０７１０ 薩摩紅×小壺 256 ６７ ２８ １２ １ ら特性
１２１２ 長崎熊野×小壺 96 ４５ ２１ １３ １ 調査

表２．育成系統の特性
系統番号 子房親×花粉親 開花期 花 色 紅 葉 程 度 耐乾性

11月下 2月上
０７０３ 薩摩紅×小壷 ５月 ９日 ９２０５(鮮紫ﾋﾟﾝｸ) ２ ２ 中～強
０７１０ 薩摩紅×小壷 ５月１１日 ９７０６(明紫赤) ４ ４ 中～強
１２１２ 長崎熊野×小壷 ５月 ９日 ９７０５(鮮紫ﾋﾟﾝｸ) ３ ４ 中～強
三重サツキ(対照) ６月 ５日 ９７０４(鮮紫ﾋﾟﾝｸ) ３ ５ 強
開花期：５年間の平均（50％開花時期）
花色は、日本園芸植物標準色表（JHS）による。
紅葉程度：１（緑）～５（濃赤） （５年間の平均）
耐乾性：三重サツキを「強」とした場合

０７０３ ０７１０ １２１２ 三重サツキ

０７０３ ０７１０ １２１２ 三重サツキ
図１ 育成系統の樹形と花序
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